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　奥羽山脈の第四紀火山は，なだらかな火山原面を広く残す一方で，巨大地すべりによって解体されつつあ

る．これら両地形面には多数の湿地が形成され，山岳地域の豊かな生態系の創出に大きな役割を果たしてい

る．火山原面と比較して，巨大地すべり地では少雪地にも湿地が分布しており，山岳湿地の形成に巨大地すべ

りが寄与していると考えられる（佐々木・須貝, 2016）．本研究は，奥羽山脈の仙岩および船形火山地域の巨

大地すべり地内で複数の湿地を掘削調査し,湿地の発達過程を復元するとともに，巨大地すべり活動とその後の

土塊の解体が湿地の形成と発達に及ぼす影響について考察する．なお本研究では，自然状態の池および湿原を

あわせて湿地とよぶ． 

 

　仙岩火山地域の菰ノ森地すべり地内に形成された大谷地では，約5500年前に大規模な池が出現し，約

3300年前に湿原へと発達したこと，池の出現と池から湿原への発達がそれぞれ地形変化の影響で起こったこ

とが明らかとなった．同地域の茶臼岳南地すべり地は，菰ノ森地すべり地よりも土塊の侵食が顕著であること

から，菰ノ森地すべり地よりも形成時期が古いと推定される．したがって，茶臼岳南地すべり土塊上部に分布

する池は，数千年間以上存続してきた可能性がある．また，船形火山地域のすげ沼地すべり地では，約4万年

前の初生すべり（八木，1990）の後，1万年前以降の地すべりの再活動（八木，1990）や土塊の解体に

伴って，新たな湿地が追加されていることが明らかとなった． 

 

　地すべりの活動期間は数万年から10万年程度であると見積もられており（横山，2004），地すべり土塊の

消滅までは約100万年と推定されている（柳田・長谷川，1993）．したがって，地すべり活動に伴って形成さ

れた湿地が数千年スケールで池または湿原の状態を保持している間に，地すべりの再活動や土塊の開析が進

み，新たに湿地が追加される状況が数十万年間程度継続する可能性が考えられる．この時間スケールは氷期-間

氷期サイクルよりも長く，地すべり地内には湿地が長期間にわたって安定的に存在し，豊かな生態系が保持さ

れると考えられる. 
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